
1. オゾンに関する新たな濃度基準の設定
　　厚生労働省の基準改正により、オゾンを使用する作業環境において、労働者の健康リスクを防止
するための　    短時間濃度基準が新たに設定されます。この基準は、特定の濃度を超えた場合、労働
環境におけるリスクが高まることから設けられており、従業員がオゾン曝露の影響を受けないよう管
理が義務付けられます

2. 管理者の配置義務
　規則では、オゾンを含む化学物質を使用する施設に対し、化学物質濃度を適切に管理し、従業員が
安全に作業できるようにするため、「化学物質濃度管理責任者」および「保護具着用管理責任者」を配
置することが求められます。これらの責任者は、作業環境内のオゾン濃度を管理し、保護具の適切な
使用を指導します。「化学物質濃度管理責任者」および「保護具着用管理責任者」はそれぞれ１日講習
の受講(計２日)が必要です。ホテルには各棟ごとに専任の担当者を1名置くことが義務付けられます。

3. 濃度管理とリスク軽減措置
　オゾン濃度のモニタリングを行い、定期的に濃度が基準値を超えないように維持管理を行うことが
必要です。また、濃度が基準を超えた場合には直ちにリスク軽減措置を講じ、作業を停止するなどの
対策が義務化されます。新たにオゾン濃度測定器の購入と校正の維持管理が必要です。

4. 改正の背景
　化学物質による健康障害防止のため、オゾンが人体に与える影響が再評価され、特に高濃度環境で
の曝露が健康被害につながる可能性が指摘されているため、厳格な管理が必要とされるようになりま
した。

令和7年の新規制でオゾン使用が厳格化！
ホテルの安全対策は万全ですか？

※１

「フォトン消臭器totte」は、オゾンが極微量で新規制に対応不要
安全で効果的な消臭ソリューションです。
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※１「労働安全衛生規則第五百七十七条の二第二項の規定に基づき厚生労働大臣が定める物及び濃度基準の一部改正等について」
※２  短時間濃度基準値とは、作業中に15分間の時間加重平均値が超えてはならない濃度基準値です。短時間でのばく露による急性健康障害を防止することを目的としています。

「知らないでは済まされない！令和7年施行の新オゾン規制で安全対策を」

※２
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